


要約:早産・未熟児出産の原因として最も重要である前期破水の管理法の改善を検討する

目的で、東京大学産婦人科に於ける前期破水症例を retrospective に検討し、子宮内感染

の頻度、診断等について調べた。その結果、下記の成績が得られた。①前期破水の原因と

して感染の関与の疑われる症例が多く認められた。②早産前期破水例では、自然流産、前

期破水、早産の既往を有する例の多い傾向を認めた。③破水から分娩までの時間が長い程、

感染の頻度が高かった。④満期産例と比較し、早産例の方が感染の頻度が高かった。⑤羊

水・胎盤感染の臨床診断には、母体 CRP が白血球数、体温より信頼性が高いことが示唆さ

れた。


